
大阪社会福祉士会地域包括支援センターネットワーク委員会主催

地域包括ケアの拠点として、中心的な役害」を担う地域包括支援センター。

センターの社会福祉士は、権利擁護業務や地域ネットワーク構築、様反な

相談事などに対応する要の存在です。

今回の研修会では、地域での教室活動等に活かせる講座企画・チラシの

作り方と、先進的なセンターからの実践報告から、地域包括ケアを進める

なかで必要となる技術や、専門職として大切な価値を学びます。

社会福祉士としての「やりがい」とは?支え含う仲間たちと共に考えて
いきましょう。

平成23年 6月 25日 (土 )
10:00-16:45

阿倍野市民学習センター
(JR天王寺駅から徒歩8分。地下鉄谷町線7号出口から

あべのベルタ地下2階通路を通リエスカレーターで3階へ)

定員100名(先着順)/5月 6日 (金)申込み開始/詳しくは裏面をご覧下さい

行列のできる講座とチラシの作り方
講師 :吉田清彦さん (講座・イベントプランナー、講座企画塾主宰)

地域に向けて取り組むソーシヤルワーク実践
コーディネーター:秦 泰宏さん (大阪城南女子短期大学)
パネラー :石原奈保子さん (池田市伏尾地域包括支援センター)

山本宣央さん (八尾市地域包括支援センター 緑風園)

吉田裕志さん (富田林市第1圏域地域包括支援センター)

お問い含わせ:大阪社会福祉士会事務局 TEL 06-4304-2772



地域包括ケア研修
大阪社会福祉士会地域包括支援センターネットワーク委員会

Ａ
〓
離

～楽しく、ためになると評判の～

吉田 清彦さん
これまで様々な市民活動に関わる一方で、男女共同

参画センターや公民館などが主催する講座で、情報・

メディア、さらには男性講座や男性料理教室の講師を

つとめる。最近は、講座企画やチラシ作成の講師とし

て全国で活躍中。わかりやすく、すぐに役立つ実践的

な講座として、主催者からも受講者も高い評価を得て

いる。 級 醜  http//ptokeinet/■

0日時 :平成23年6月 25日 (土)受付開始 :9:30開会 :1000
「行列の‐ るチラシと講座の作り方」    1010～ 1240(昼休憩 1240～ 1340)
「地域に向けて取り組むソーシャルワーク実践」1340～ 1駄15(休憩 15:15～ 1駄30)
「地域のこれからを考えるグループワーク」  1駐 30～1030閉会口事務連絡 :16:30～ 1645
θ参加費 :社会福祉士会会員 1,000円、その他の方 2,000円 *参加費は当日徴収
θ定員 :100名 (先祠 1頁)● 対象 :社会福祉士、地域包括ケアに興味がある方 【会場地図】
θ会場 :大阪市阿倍野区阿倍野筋 3-10-1-300

あべのベルタ3階

阿倍野市民学習センターlTEL 06-6634-7951)講 堂

● 申込み方法 :下記の申込み記入欄に記入し、

FAXにてお申し込み下さい。

●問い合わせ先 :大阪社会福祉士会事務局 丁EL 06-4304-2772

～実践に基づいた、確かな指摘～

秦 康宏さん

社会福祉士口介護福祉士

社会福祉法人の高齢者施設こ長年勤務し、在宅介護

支援センターの相談員として、地域の中心的存在とな

り活躍する。現在は、講師を行いながら、枚方市介護

支援専門員連絡協議会のケアマネジメンドリーダー事

業で、癒しのスーパービジョンを主催している。

大阪城南女子短期大学専任講師■

θ添削チラシ募集(先郡 名):吉田講師がチラシの手直しをしてくれます。ご希望の方はチラシの

データ(ワーHこ限ります)をお送りください→図so■lda【舜卿ge.0巧p

申込先 :FAX 06-4304-2773大阪社会福祉士会事務局
氏  名

会員 ・ 非会員勤務先 C確地 ( 市・区・町・本0

所属支部 大阪社会福祉士会 ( 二すZ]自13)

聯 書 FAX番号

1研修会にご参加いただけない場合のみ、FAXにてご通知いたします|お申し込み後にキャンセルされる場合は、必ずご連絡下さい


